
平成３０年 夏の平和展

「絵本・戦時資料から見た熊本空襲」展によせて

本会「くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク」は、今年で結成１
３年目をむかえます。

これまで県内各地の戦争遺跡の調査・研究や保存活動を行い、合わせ
て県内航空遺産をはじめ戦時資料（絵本・玩具・空襲資料等）の調査・
研究・検証活動を通して、「戦争の記憶を語り継ぎ、平和の大切さを学
ぶ活動」を進めてきました。

２０１８年（平成３０年）夏の平和展は、熊本市立図書館様と共催で、
平成３０年７月１０日（火）～８月２６日（日）までの期間、宇城市在
住の上村真理子氏の絵本・空襲に関わる資料、荒尾市在住の松山強氏の
戦時資料、計７０点あまりを紹介します。

この企画は、平成２９年６月熊本市東区画図町下無田で米軍投下の大
型不発弾「Ｍ７６落下傘付き焼夷弾」が発見されたことが契機となりま
した。この不発弾は、１９４５年８月１０日第二回目となる熊本大空襲
で、沖縄から出撃した米極東航空軍第３爆撃群団の軽爆撃機Ａ２０によ
り投下されたものでした。
戦後７２年がたっても熊本空襲がまだ終わっていなかった事を、私た

ちが実感させられた出来事でした。

この様なことから、今回の展示会は「７３年前の熊本空襲」に焦点を
あて、空襲に関する絵本や銃後の戦時資料を通して空襲の様子を、また、
迎えうった日本海軍飛行兵の軍装品展示から、昭和２０年の「熊本空襲」
を描写します。

これらの展示を通して、「戦争の実相を知り、平和の大切さ」を感じ
とり、熊本空襲の姿を知っていただく機会となるよう祈っています。

平成３０年７月１０日

くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク

代表 髙 谷 和 生

展示の戦時絵本 『てっき さあこい』 展示の戦時資料 幼児用「防空ずきん」


